
 

グラフィックデザイン学科学生が新店舗のロゴ＆商品をデザイン・制作 

半澤鶏卵の新店舗「高擶テラス」にて、11月 14日（火）に報道向け内覧会を実施 
  

 

東北芸術工科大学（山形市上桜田／学長 中山ダイスケ）グラフィックデザイン学科では、株式会社半澤

鶏卵から委託を受け、田中康博教授・加藤弥生准教授監修のもと、3 年生 12 名が、「新店舗ブランディン

グ構築事業」に取り組みました。 

 

この事業では、同社の新店舗「高擶（たかだま）テラス」のロゴを各学生が 1 案ずつ制作。2 回のプレゼ

ンテーションの後に、高島玲奈（たかしま・れいな）さんの案が採用されました。 

店舗ロゴの他にも、商品のブランディング・グラフィックデザインを学生が手掛けています。 

 

「高擶テラス」は、半澤鶏卵の創業の地である天童市高擶に 11 月 17 日（金）に開業する 2 店舗目の直

営店で、「地域の食と農でしあわせの輪を広げる」をコンセプトに、自社が開発した新商品の提供、カフ

ェの営業、地元生産者を紹介するマルシェの開催、地域事業者等との商品開発などを行う複合施設となり

ます。 

 

この度、オープンに先駆けて、11 月 14 日（火）に、報道向けの内覧会を開催する運びとなりました。 

つきましては、多くの市民、県民の方に本取り組みをお知らせしたく、取材・広報のお願いを申し上げま

す。 

 

■学生がデザイン・制作した店舗ロゴ 

 【デザイン】 

グラフィックデザイン学科 3年 

高島 玲奈 

 

600年以上の歴史と文化を 

持ち、城下町の面影が今なお 

残る半澤鶏卵創業の地「高擶」 

の街並みをテーマとし、高擶 

の「擶」や、高擶地区の地形 

からフォルムをイメージ、 

地域の食と文化でしあわせ

の輪を広げ、未来に伝える複合施設であること表現しています。切り絵のような石垣をモチー

フにしたシンボルマークのフォルムに対して、「TAKADAMA TERRACE」のロゴタイプは、未来に

向かって広がるイメージとモダンな雰囲気を生む英語表記を用いています。 

 

■報道向け内覧会 

開催日時：2023年 11月 14日（火）14時 ※受付開始 13時 30分 

会 場 ：「高擶テラス」 山形県天童市大字長岡 1624-1 

内 容 ：新事業コンセプト説明、施設紹介、商品紹介・試食 

報道関係各位 

プレスリリース 
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2023年 11月 7日（火） 
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■高擶テラスの基本データ 

住 所 ：山形県天童市大字長岡 1624-1 

電話番号：023-664-2211 

営業時間：物販 9：00～17：00／カフェ 10：00～17：00（ラストオーダー16：00） 

定 休 日：不定休 

 

高擶テラスでは、自社農場で育てた純国産鶏種が産む卵を使用したバウムクーヘンの「萌芽（ほう

が）」、天童市産の食材を使用したジェラートを「楯之内（たてのうち）ジェラート」として販売・提供

します。 

また、店内では、焼きたての「萌芽」等が食せるカフェを併設し、自社農場で育った、国内に約 0.25％

しかいない平飼いの純国産鶏種が産むブランド卵「高擶」も購入できます。 

 

■ブランド卵「高擶」について 

卵の価値は、「鶏種」「環境」「飼料」「鮮度」の 4 つで決まります。 

「高擶」は、国内に約 0.25％しかいない平飼いの純国産鶏種の卵です。日本国内で育種改良をしている

ため、日本の風土によく合い、日本人好みの濃厚な味わいの赤い殻の卵を産みます。安全でおいしい卵を

つくるため、卵を産む鶏の健康から考えました。アニマルウェルフェア（動物福祉）に配慮し、鶏が自由

に動き回れる平飼いの飼育環境としています。飼養密度は１平方㍍に 6.4 羽と、アニマルウェルフェアの

先進地である EU の基準を上回ります。山形の四季を感じ、自由に動きまわれるような環境で、自社の

完全オリジナルのブレンド飼料と、奥羽山系の伏流水で育ちます。一般のケージ飼いの鶏に比べて飼料は

1.5 倍ほど食べ（当社比）、ビタミン E の 1000 倍の抗酸化作用のあるアスタキサンチンを豊富に含んだ

高付加価値卵が産まれます。 

そして、卵の洗浄・検査を行う GP センターが 5 分圏内にあるため、新鮮な卵が店頭に並びます。 

 

■バウムクーヘン「萌芽」について 

バウムクーヘンは卵の新鮮さがそのまま生地のおいしさになります。「萌芽」は、直営の平飼い農場で育

てた、日本に４％しかいない純国産鶏種の新鮮なブランド卵「高擶」を贅沢に使って焼き上げました。 

ドイツを象徴する菓子バウムクーヘンの「バウム」は「木」を意味します。高擶の地名は、戦国期には「高

楡」とも書いたといわれ「楡（ニレ）とり」の木に由来します。 

バウムクーヘンが木の年輪のたとえであることから、「草木が芽を出すこと」、「物事の起ころうとするし

るし」を意味するブランド名を冠しました。 

 

■「楯之内ジェラート」について 

高擶城本丸の地名を冠したジェラートは、山形の豊かな農業と季節、旬の魅力を伝えるジェラートです。

地元食材、自社農場の卵を使用し、製造からの鮮度にこだわった商品です。 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

配信元・お問合せ先 ： 東北芸術工科大学 法人企画広報課 TEL：023-627-2246 

MAIL：public@aga.tuad.ac.jp 

mailto:public@aga.tuad.ac.jp


3/3ページ 

 

株式会社半澤鶏卵 高擶テラス 宛 

 

取材申込書 

FAX：023-6６４-2２１３ 

 

 

 

東北芸術工科大学 グラフィックデザイン学科学生ロゴデザイン・制作 

株式会社半澤鶏卵 新店舗「高擶テラス」 報道向け内覧会 

11月 14日（火）14：00～ 

 

 

 

 

御社名                           

参加者代表名                          

代表者携帯番号       ―        —        

参加人数          （人） 

 

 

 

 


